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【意見陳述全文】

１ 私は騒音コンター８０Ｗの地区に１９９３

年から住んでいます。ここ久保山町に住むまで

は、裁判などとは全く関係のない生活でした。

長い間調布市の都営住宅にいましたが、住宅を

出ることになり住宅公団を紹介されました。当

時、宇津木台住宅の最後の分譲があり、公団の

担当者は「こんな環境の良い物件は後にも先に

もこれしかありませんよ」と説明されました。

一生に一度の大きな買い物ですので、日曜日に

何度か家族で見に行きました。騒音のことも気

になり何度か質問しましたが、担当者は「今日

何か気になりましたか、いつもこの程度です、

心配はいりませんよ」との説明でした。

住んでみて土曜日、日曜日は少ないが、月

曜日から週末までは大変な騒音があることがわ

かり、何とかしなければと思い、前回の裁判か

ら原告に入りました。

２ 長いサラリーマン生活に一区切りついたと

きから、社会貢献に少しでも役立つことをした

いと考えていました。そんな時、母校の工学院

大学の科学教育センターから、理科普及のため

の国を挙げての取り組みに、学校としても協力

している、理科に興味を持たせるような活動を

手伝ってほしいと言われました。私の担当は

『飾り炭を作ろう』というもので、木の実や折

り紙・草花・昆虫など、子どもに関心があり手

に入りやすい材料を炭化して、色々な形で飾り、

鑑賞するものです。大切なことは、いかにして

子どもたちに興味を持たせるかですが、毎年新

しい工夫がないと興味が薄れてしまいます。一

般の炭焼きとは違い、草花や木の実・折り紙な

どをそのままの形で炭化する技術や、簡単に焼

ける装置を試行錯誤で開発、工夫の繰り返しで

す。この中に突然の爆音は大きな衝撃です。飛

行騒音で、思考の中断、逆戻り、あるいは考え

直すなど歯がゆい思いや、いらいらすることが

しばしばあります。

３ 私ごとになりますが、ここに住んで１７年

目に、ご多分にもれず心筋梗塞を患い、リハビ

リのため散歩が毎日の日課となっています。歩

車道の区別のない道路も多く、こんな道を歩い

ていて、飛行機の爆音で後ろから近づいてきた

自動車に気がつかず、大変に怖い思いをしたこ

とが何度もありました。

４ 私の家の近くで、原告団は騒音測定機によ

る測定記録をしています。私はそれだけではな

く、個人の実生活の場で、どの位、被害感が出

るのかを知るために、騒音の記録を取ることに

しました。今年で５年になります。一機一機の

飛行機を目で見て、音を聞いて、横田方面に行

き来することを確認し、その都度仕事を止めて

メモしています。

報告集会でオスプレイの危険性
について説明する中島副団長
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国のコンターは、離発着を基本とする滑走路の

延長線、直線的南北の一本線ですが、観測では

滑走路の西側にかなりの広範囲で訓練飛行が多

く、しかもかなりの低空で旋回飛行することが

わかりました。日米協定の飛行高度１５００フ

イートよりかなり低く、多分７～８００フイー

トで飛行することが大部分です。また天気の良

い日に見たことですが、トンビが空を悠々と旋

回しているよりかなり下をＣ１２やＣ１３０、

Ｃ１７などの大型機が飛行するのを目視しまし

た。それから、Ｃ１２の片肺飛行や、Ｃ１３０

の４発のプロペラの１発が回っていないで飛行

しているもの、Ｃ１３０のハッチを開けたまま

飛行するものなど、住民が見て、肝を冷やすよ

うなことを何度も見ています。戦争の道具とは

いえ、大都会のベッドタウンの密集する住宅の

上で、日米協定を無視し、墜落、落下物などの

危険に怯える住民をよそに、無神経に飛び回っ

ていることの恐ろしさを痛感しています。

５ 行政の不審行動は、最近起きた横田基地へ

のオスプレイ配備報道でも如実に表れています。

配備計画の打診にも、知らぬ存ぜぬと嘘で押し

通してきて、先日突如計画決定をアメリカが発

表。あわてた行政はちぐはぐな説明。ハワイで

のオスプレイ墜落事故が目の前で起き、原因究

明は６ヶ月かかるというのに、無理矢理の安全

宣言は、人を愚弄した狂気の沙汰ではないでしょ

うか。

先日、オスプレイ配備反対の要請に、外務

省と防衛省へ行きました。防衛省では安保条約

に則り仕方がない、外務省では技術的なことは

わからないと、縦割りの行政の欠陥で、全くら

ちがあきません。これで何を根拠に安全を確認

できるのか、行政の無責任は底知れぬ深さがあ

ります。ぜひ、我々にわかるような形で、解決

できるように、司法の判断をお願いします。

６ 裁判の話が出たときに、平和な国において

自分の住む国を相手に裁判で争うことに躊躇し

ました。しかし、日を追うごとに裁判でしか解

決の道はないことがわかりました。騒音の違法

性を司法が幾度となく判断したにもかかわらず、

基地周辺に住む私たちには有効と思われる行政

の施策は一向に見ることはできません。

それどころか、横田基地では一方的な増強がな

しくずし的に行われているのです。だから、四

たび、４０年もの長きにわたり、同じような裁

判を繰り返さなければならないのです。この裁

判で、この行政の怠慢に、厳罰的な判断を下さ

れることを切に望みます。

７ 第２次新横田基地公害訴訟を提訴するにあ

たり、周辺住民の方々に声をかけた所、短期間

で１０７８人という大勢の賛同者が集まりまし

た。この人達は騒音や低空で頻繁に飛び交う戦

闘機の事故などの恐怖に、耐え難きを耐え、何

時、行動を起こそうかと待ち構えていた人達で

す。真の平和を願い、健康で文化的な生活がで

きるように、司法の判断に期待するとともに、

このような裁判を繰り返す必要がなくなる時が

早急に来ることを信じて、私の陳述を終わりま

す。

１ 平成２７年７月３０日，東京高裁の第１０

１号法廷で第４次厚木基地爆音訴訟の控訴審判

決があり，

① やむを得ない事由に基づく場合を除き，

午後１０時から翌日午前６時までの自衛隊機の

飛行差止請求

② 将来の飛行等による被害に対する損害

賠償請求

がともに認められました。この飛行差止と将

来の損害賠償は，ともに横須賀の米空母艦載機

の訓練が２０１７年に岩国基地に移転する予定

であるため，２０１６年１２月３１日までの期

限付きです。

２ 自衛隊機の飛行差止が認められたのは，第

４次厚木基地訴訟の一審判決に続くもので，そ

の対象が自衛隊機だけではあるものの，基地騒
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東京高裁は去る７月３０日（木）午前１０時、

第四次厚木基地爆音訴訟について判決を言い渡

しました。５月の結審から､わずか２ヶ月余とい

う短期間での判決であり、自衛隊機の飛行差し

止めの取り消しなど後退した判決を危惧してい

ました。しかし、結果は、限定的ではあります

が自衛隊機の飛行差し止め、過去の損害賠償の

認容など一審判決を維持し、なおかつ、将来の

損害賠償をも認める予想外の判決でした。

私たち爆音訴訟原告団は、４０年にわたり騒

音被害の解消を目指し、裁判をおこなってきま

した。運動の到達目標は飛行差し止めであり、

また､裁判を繰り返す精神的、経済的負担からの

解放であり、長年の被害に対し住民・自治体へ

の国による謝罪であります。

こうした観点から今度の厚木基地爆音訴訟での

高裁判決は、最も多い米軍機による被害につい

て、飛行差し止めに司法の手が届かなかった不

十分さを残しながらも、全国に先駆け自衛隊機

の飛行差し止めを認め、国による被害対策を促

す判決を行った点は、後に続く私たちを励ます

ものでした。

また、将来の損害賠償請求については、新横

田第１次訴訟高裁判決が結審から高裁判決まで

という短期間の将来請求認容を超え、厚木第四

次高裁判決では、結審から判決日を超えて１年

５ヶ月後の平成２８年末までを認容したことは

名実ともに将来請求の意義を実現したもので、

一歩前進した判決でありました。

これまで各地の爆音訴訟では、２０年余にわ

たり数次の訴訟で低額の損害賠償額が認められ

たものの増額の改善は、沖縄・普天間爆音訴訟

判決が､初めて従来の賠償額を打破し倍額を認め

ましたが、今回、この点普天間訴訟には及びま

せんでしたが１．５倍に賠償額が認められ、賠

償額の見直しの流れが定着傾向にあります。

被害を放置してきた国に対し、被害住民を保

護すべき国の役割を促したものであり、直接的

な飛行差し止め判決とともに、賠償額の増額に

より財政面からも被害対策を国に迫るものになっ

ていると思われます。

私たちにとって、厚木基地爆音訴訟判決は、

運動面から見ても前進しており、全国の原告団

を励ます内容です。この判決に勇気をもらい、

一致団結して第２次訴訟勝利にむけ頑張って参

りましょう。

音訴訟で初めて飛行差止が認められた一審判決

が東京高裁でも追認されたことは画期的なこと

です。

騒音の被害のうち，睡眠妨害が健康被害に

直接結びつき得る深刻なものであると立証でき

たことが大きかったものと考えられます。次は，

この判決でも認められなかった米軍機の飛行差

止の実現を目指していきましょう。

３ 将来の損害賠償については，新横田基地公

害訴訟の控訴審判決で，約１年間だけ認められ

たことはありましたが，このときは上告審で５

人の裁判官の意見が分かれ，２対３の僅差で控

訴審判決が破棄されてしまいました。そのため，

今後将来の損害賠償がすぐに認められるのは難

しいのではないかと思われていただけに，再び

第四次厚木基地訴訟で将来の損害賠償を認める

判決がなされた意義は重要です。

飛行差止も，将来の損害賠償も，原告の皆

さんが何回も同じ裁判を繰り返さなければなら

ない現状を変える切り札となるものです。横田

基地訴訟でも，今回の厚木基地判決をさらに進

める判決を勝ち取るために皆で頑張っていきま

しょう。
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今年40回目となる公害被害者総行動が行われ

原告団からも多数が参加しました。また横田の

他に沖縄・岩国・小松・厚木の各原告団・弁護

団の代表が駆けつけました。夜は毎回日比谷公

会堂で集会が行われますが、原告団はそれに先

立ち昼間に防衛・環境･外務の三省と要請交渉を

行うのが通例となっています。

三省にはそれぞれ事前に要請内容と参加者を

連絡しておきますが、いつも回答は曖昧で抽象

的なものばかりです。交渉の席上では事前通告

していない質問等には“回答不能・省側沈黙”

となる場合が多く、残念ながら今回も前進面は

ほとんどありませんでした。

騒音問題ではこれまでの裁判の判決を無視で

２０１５（平成２７）年５月１２日、突如と

して横田基地へのオスプレイ配備というニュー

スが飛び込んできました。これを受けて、５月

２５日、原告団及び弁護団のメンバー数名で、

急きょ東京都、外務省、防衛省に対して、オス

プレイ配備反対要請行動を実施しました。

まず、メンバー全員で東京都庁での要請に出向

きました。東京都の担当者に対して要請書を読

み上げて交付したあと、突然の配備の発表は横

田基地の飛行騒音の軽減を求めている立場から

は到底許されるものではないこと、東京都とし

てもきちんと国に対して今回の配備についての

説明を求めていくよう強く要請を行いました。

これに対して、東京都側からは、東京都として

も国側の説明は不十分だと認識していること、

防衛省からは引き続き説明を行うとの通知が来

ているので今後も説明を要求していく旨の回答

が為されました。

続けて、メンバーを二つに分けて防衛省にも要

請行動に出向きました。東京都とは異なり、防

衛省は敷地内での要請書交付には応じず、防衛

省正門前での交付ということになりましたが、

６月３日の公害総行動に向けて原告の皆様の意

思をきちんと伝えられたと思います。

外務省への要請の場では、オスプレイ配備につ

いて、国としてはアジア太平洋地域の安全保障

環境の変化に対して防衛力の整備は重要である

と考えており、オスプレイ配備もその一環と捉

えている、一方で住民負担の問題も軽視できな

い問題と考えている、と外務省から説明がされ

ました。

こちらからは、地元の自治体からの要請を国

が軽視しているとしか思えない、5月15日の5市1

町への説明資料を見ても騒音軽減対策、被害対

策についての説明は不十分であるとの指摘を行

いましたところ、外務省からは「外交上の問題

であり、説明できない部分もある」との納得の

いかない説明がなされるばかりでした。

今後もオスプレイの配備問題については、原

告団として情報を集めて早急に対応する体制作

りが重要です。 【弁護士 仲村渠 桃】

弁護団、原告団（写真向こう側）が都へ要請
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６月３日(水)・４日(木)の２日間、第４０回

となる『全国公害被害者総行動』が取り組まれ、

被害者団体ごとに政府省庁や加害企業と要請交

渉が持たれました。また、要求を掲げたデモ行

進や、参加団体が一堂に会した集会も行われま

した。

日本の公害は古くから有ります。足尾鉱毒事

件などは典型的な事例ですが、戦後も水俣を始

め、多種多様な公害が連綿として続き、今日に

至っています。横田基地の航空機騒音被害も、

戦後早くから始まり今に至っています。

横田基地の航空機騒音被害も、裁判で闘われ

るようになってから４０年が経ち、繰り返し裁

判所から騒音の違法性が断罪されているにも関

わらず、事態はいっこうに改善されていません。

しかも、この騒音公害の発生源は在日米軍であ

り、日本政府の無策・黙認の上で放置されてき

たという、他の公害事件とは異なる特異性を持っ

ています。

（５）

水俣病や大気汚染による健康被害、原発事故や

薬害事件などは、目に見える被害はそれぞれに

違います。しかし、加害企業の「もうけのため

なら国民の健康で幸福な生活などどうでも良い！」

とする姿勢と、これを放置しかばい立てしてき

た政府の、大企業奉仕の無責任な姿勢が「被害

を生み出し拡大させてきた」と言う点では、ど

の公害事件も同じだと言えるでしょう。

私たちが受け続けている騒音被害も、自国の軍

事戦略のためなら「日本国民の健康で幸福な生

活などどうでも良い！」とする米国政府と、こ

れを盲目的に擁護・追随してきた歴代日本政府

によってつくられてきた公害です。構図的には、

“加害企業と政府”“米国と日本政府”と言う

具合に、加害者を置き換えただけであることが

ハッキリしているのではないでしょうか。

挨拶をする第２次新横田原告団の大野団長

きないためか、原告側へは低姿勢で臨んでいま

す。しかし被害軽減のために「努力する」「米

軍側に求める」「働きかける」などの言葉ばか

りで、何の具体策も改善策も示せませんでした。

参加者からは「苦しんでいる国民には知らん顔

ばかりで被害は放置したままだ。いったい誰を

守る防衛省なの？」「環境省は“基地によって

環境が悪化しているのだから文句は防衛省に言

え！”と言わんばかりだ！」などと怒りの声が

多く出されました。
防衛省での要請の様子。向こう側に並んでいる
のが、要請団の皆さん。手前が防衛省の職員。



私たちは、日本国憲法に保障された権利とし

て、「健康で幸福な生活」を探求しているので

す。日本政府は何よりもまず、私たち国民の

「健康で幸福な生活」を守り保証する責任を果

たさなければなりません。 「戦争はやらない」

という国是もそれに由来するのです。

最近、国の最高法規を自分で都合良く解釈し、

戦後70年続いた“反戦平和・主権在民”の国是

をヒン曲げようとする動きが顕著です。これを

許せば、これまで「嫌々渋々」私たちの要請交

渉に応じてきた省庁や加害企業も、「戦地で血

を流す苦難を思えば公害くらいガマンしろ！」

と態度をー変しかねません、公害総行動のスロー

ガンの一つに「戦争は最大最悪の公害」という

のがあります。今こそすべての公害の根絶目指

して力を合わせることを、横田の空から発信し

ましょう。

環境省へ要請書を手渡す。左側が小松基地爆音訴

訟原告団の長田代表。

去る６月３日は第４０回公害総行動の決起集

会。全国の基地公害訴訟団による防衛省交渉に

参加させて頂いた後、日比谷公会堂での決起集

会に赴いた。全国各地で、あらゆる公害と闘う

人々の熱気に溢れていた。人々は、自らの命、

家族の命、そして故郷の人々、故郷の自然と文

化、人間の尊厳を守るために、国家・資本そし

てアメリカに対して、不屈の闘いを挑み続けて

いる。

しかし、何と日本は「公害大国」なのか!!

右を向いても左を見ても、命と健康、自然と文

化は危険の真っ只中ではないか!!　７０年前の

敗戦を境に、民主平和の日本を目指して来たハ

ズが、今や、「戦争」法案によって憲法９条が

破壊されようとし、２５条の生存権規定も画餅

に帰すが如き危険に直面している、公害との闘

いは、将に、民主主義確立の闘いの最前線に在

る、新横田訴訟団の人々の、想像力と創造力、

そして団結力に基づく闘いの発展が求められる

所以もそこに有る。

総決起集会の壇上で訴える全国基地爆音訴訟連絡
会の代表の皆さん。

日比谷公会堂での総決起集会で声高くアピールし

ました。



第２０号 第2次新横田基地公害訴訟原告団ニュース 201５年８月１３日

６月と７月は基地見学ツアーの案内が続き、

原告団に案内の依頼があり対応しました。

６月２６日(金)は弁護団の佐藤宙弁護士と、

司法試験の受験を終えたばかりの“法律家の卵”

の皆さんがツアーを組みました。この案内には

福生の御供所さんと瑞穂の清水さんが当たりま

した。少人数だったこともあり、今回のツアー

では初めて瑞穂町の『けやき館』を訪れました。

ここのロビーの床には、横田基地周辺の航空写

真が展示されています。縮尺は一千分の一です。

基地の様子や駐機しているＣ１３０の列線が見

て取れます。一千分の一の表示通り、主翼の全

長は４センチメートルでした。

７月１６日(土)は『東京土建一般労働組合』

による見学ツアーが行われ、同労組の各支部よ

り教宣部の担当者の方々五三名が参加しました。

原告団からは瑞穂の清水さんと八王子の中島さ

んが案内役を務めました。

あいにくの雨天でしたが、基地の巨大さには

皆さん大変驚かれていました。午後からは同労

組『多摩西部支部』で、清水･中島両氏による基

地の歴史・現状・裁判の経緯・オスプレイなど

についての説明が行われました。また質疑応答

も活発に行われました。

７月２６日(日)は文京区の区民有志の見学ツ

アーが、東京平和委員会の案内で実施されまし

た。原告団からの案内はありませんでしたが、

「裁判をやっている人たちの話も聞きたい」と

の要望があり、ツアー最終地が瑞穂町であった

ため、清水さんがこれに応じる形で瑞穂町の町

民会館で懇談会が持たれました。

安保法制(戦争法案)やオスプレイ問題などで

横田基地への関心が高まっています。これから

もこうしたツアーが盛んになると思われますが、

案内役への参加に多くの原告が参加されること

が望まれています。

（７）

先日の横田基地フィールドワークでは、雨の

中、貴重な体験をさせていただきありがとうご

ざいました。

この度のフィールドワークでは、資料と解説

を交えて、基地の周囲を車で回り、原告団の映

像資料を拝見いたしました。

私個人は都内に住みながら、基地のことをほ

とんど何も知らない中で参加させていただいた

のですが、この度の機会で、基地の抱える問題

と被害の実態について、少なからず知ることが

できました。

はじめ「騒音」という被害を文字だけで見た

ときは、命にかかわるような問題ではないし、

ともすれば、我慢できるのではないかと、貧し

い考えをしてしまいました。しかし、基地を出

入りする輸送機は、実際に目にすると想像して

いたよりもずっと大きく、家が揺れたり、学校

の授業が中断するほどの騒音が発生しているこ

とには驚かされました。そして、そのような騒

音が夜間まで続く日々の中で、生活を営んでい

くということの過酷さは、大変なものであると

考え至りました。

他国の基地の運営にかかわる問題であること

から、法的に難しい問題が内在しているとして

も、パイロットが見えるほどの距離を飛行機が

飛び交うという環境がもたらす被害の過酷さに

は、変わりがありません。

原告団の皆様の長きにわたるご活動が、より善

いかたちで結実することを願っております。

この度の機会を頂けましたこと、重ねてお礼申

し上げます。（Ｔ）

６月２６日、３名の法科大学院修了生の皆さんが青
年法律科協会の主催で行われた横田基地見学に参加
されました。感想を寄せていただきましたので、ご
紹介します。

サウスゲート前にて記念写真。ここから横田基
地一周が始まります。



オスプレイ横田配備反対連絡会の６団体が　各駅頭でー斉署名・宣伝行動を展開

７月２１日(火)夕方５時３０分～７時３０分まで、

拝島駅自由通路で『オスプレイの横田基地への飛

来･配備に反対します』と題した署名行動に、各支

部から１１名の参加者で取り組みました。うだる

ような暑さでしたが、チラシ配布が２４０枚、署

名が１０４筆という結果になりました。

拝島駅はＪＲと西武線が乗り入れており、自由

通路は乗降客と乗り換え客で多くの人が往来して

います。こうした行動は初めてでしたが、署名を

してくれた人からは

「近所に住んでいる。うるさくで困る。この上オ

スプレイなんてどんでもない！」

「都内に住んでいる。奥多摩で登山をした帰りで

す。裁判もガンバッテください！」

「安保条約は必要だと思うが、皆さん(原告団)の

願いももっともだ。政府は考えるべきだ。」

などの声が寄せられました。

酷暑の中、署名活動に参加した皆さんお疲れ様

でした。次は終了後に「ビ ールで乾杯！」したい

ですね。

団費納入と二つの署名のお願い

７月末に団費納入の依頼書と振替用紙を原告世帯のみ
なさまへ郵送いたしました、

まだ納入されてない方は、お手数でも８月末までに納入
をお願いいたします。

「岩国爆音訴訟」と「横田基地へのオスプレイ反対」の

ふたつの署名もみなさまに郵送しています、署名の主旨

にご賛同いただき、ご返送をお願いいたします。

原告団活動日誌

5/21　　原告団ニュース第１９号発行･発送作業

5/21　　八王子・日野支部事務局会議

5/23　　八王子・日野支部世話人会

5/25　　原告団ニュース編集会議

5/25　　東京都、外務省、防衛省へ「横田基地へ
のCV-22オスプレイ配備に反対する声明」
を交付

5/27　　昭島支部会議

6/2　　 八王子・日野支部　市議会各会派への説明
会を実施

6/3　　 全国公害被害者総行動デー

6/8　　 定例事務局会議

6/9　　 八王子爆音カフェ開催

6/19　　 弁護団会議に出席

6/22　　 オスプレイ横田配備反対連絡会

6/24　　 昭島支部会議

6/25　　 八王子・日野支部事務局会議

6/26　　 青年法律家協会横田基地見学ガイド

6/27　　 八王子・日野支部世話人会

7/8　　 第１０回口頭弁論、第６回進行協議

7/9　　 原告団ニュース編集会議

7/13　　 定例事務局会議

7/16　　 東京土建教宣部基地見学ガイド

7/17　　 弁護団会議に出席

7/21　　 オスプレイ配備反対－斉署名行動（拝島
駅にて）

7/22　　 昭島支部会議

7/23　　 八王子・日野支部事務局会議

7/25　　 八王子･日野支部世話人会と報告･懇談会

7/26　　 昭島支部オスプレイ署名行動

7/26　　 八王子・日野支部オスプレイ署名行動

7/27　　 オスプレイ反対署名発送作業

7/29　　団費納入依頼書発送作業

7/29　　 全国基地爆音訴訟原告団連絡会、事務局
長会議に出席

7/30　　 厚木爆音訴訟高裁判決と報告集会に参加

8/10　　 定例事務局会議

10 月１４日(水)
第11 回口頭弁論
地裁立川支部１０１号法廷　 午後２時より


